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博士論文内容の要旨及び博士論文審査結果の要旨 
 
博士論文内容の要旨 
 本論文は主に研究１と研究２の実証的研究と、その知見に基づく理論的及び臨床的
議論とから構成されている。研究１では、母子の相互作用をマイクロ分析によって行
動的随伴性を精査し、共同的関わりは１８か月時に支持的状態から協応的状態に発達
することを明らかにした。研究２では、子どもの遊び場面における母子の位置取りと
相互応答性、および母親の関わり方との関連を検討し、特に縦並びの場合、母親の関
わり方は退避的か侵入的になること、そして、母子間の相互応答性は低下することを
明らかにした。 
これらの実証的研究に基づき、相互作用の維持のために、子どもの変化に即応して
母親の行動は変化し、一貫して支持的であることが明らかになった。これは、自己制
御の発達の基盤となる共制御と同一の過程であり、子どもの社会性発達を、乳幼児期
の母子相互作用の発達的帰結と結論づけた。最後に、不調和な状態にある母子関係へ
の臨床心理学的介入として、本研究から得られた知見が有効に活用できることが議論
された。 
 
 
博士論文審査結果の要旨 
 平成２５年１１月に行われた予備審査会において、論文提出者と予備審査員３名が
論文内容に関する議論を交わし、その結果に基づいて題目、論文構成、及び内容表現
の一部修正がなされ、最終的な学位論文が提出された。 
本審査委員会は提出された学位論文について、慎重に審査を行った。その結果、子
どもの社会性発達における臨床的問題を解明するために、特に乳幼児期における母子
相互作用のあり方に着目し、独自の客観的指標を導入することによって詳細な観察と
分析を行い、新しい知見を得た。特に乳幼児期における母子の共同的関わりの発達が、
その後の母子関係や子どもの社会性の発達に影響を与えることを、実証的データによ
って明らかにした点が高く評価された。さらに得られた知見に基づき、社会臨床的に
問題のある母子に対する支援目標を定め、発達心理学的な評価及び支援方法を提示し
た点に本論文の臨床心理学的意義が認められた。 
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